一学期　終業式　式辞
全校生徒８９０名でスタートした開校４１年目の西中学校の１学期が、今日で終わります。

平成三十年度の１学期の始業式に先生から「ＡＡＡ」の話をしました。

一つ目のＡは、「あたらしく」と言うことです。
「開校４０年」が過ぎ、皆さんは、「新しい時代」を創る一人ひとりなのです。「校舎の外壁」ワークショップでの皆さんの意見、素晴らしい！きっと、「新しく」生まれ変わった校舎が見えてくるでしょう。
２つ目のＡは、「あたたかく」と言うことです。
１学期には、不安になることや、心配になること、嫌なこと、いたずらされたこと、いやがらせしたこと、いけないことをしたこと。それは、ありました。　　

なかなか、素直に言えない気持ちもありました。でも、それを、いつまでも引きずらないように、隠さないように・・・　　　この西中が「あたたかい」思いでいっぱいになりますように。

３つ目のＡは「あきらめず」です。つい、先週、先生は、「部活動」の応援に多くの会場を回りました。

試合に出ている３年生だけでなく、共に練習した仲間として、２年生・１年生として、高校生になった去年の先輩として、そして、保護者として、本当に心一つに「声援」を送っていました。

そうです。なにごとにも、「一生懸命さ」「あきらめないこと」が、みんなに、「感動」を与えることができるのです。先生は、そんなプレー、そんな応援ができる西中生に育ったことがとても嬉しいです。

この１学期の大きな流れを作ってくれた３年生には、あらためて、感謝したいです。西中の最高学年として１．２年生を引っ張り、あらゆる学校生活の牽引役をしてくれました。
明日以降も大会やコンクールがある人たちは、さらなる高みを目指し、頑張ってくれることを期待しています。

そして、その後は自らの進路を切り開くため、目標に真摯に向き合い、自らを高めていってください。

　２年生は、野外活動で見せた学年としてのすばらしい団結力、あふれるパワーで、３年生が引退した後の中心として、活躍してください。
　１年生は入学してこの３か月で、とてもたくましくなったと思います。ぜひとも、先輩たちに続いてください。
さて、いよいよ明日から４０日間にわたる夏休みが始まります。
いろいろ、「やりたいこと」は数多くあることでしょう。
「虫を採りに、公園に行きたい」きっと、元気に「行ってきまーす」と声を出し、家を出たはず。それでも、戻ることがなかった豊田市の小学1年生。
「この休日は、何しようかな？夏休みの楽しい計画を考えよう」と思いながら、土砂に埋められてしまった西日本豪雨の被害。
「今日は、学校で遊ぶんだ！」と楽しみに家を出て、塀に押しつぶされてしまった大阪の少女。
　きっと、「やりたいこと」がいっぱいあったはずなのに。
　『生きたくても生きられなかった命』だから、大切にしようなんて言えません。『命』は交換ができないから・・・・。

この１学期、先生たちが最も大切にしてきたのは、『命』です。修学旅行でも、野外活動でも、校外学習でも、みんな無事に戻って来た。
「やりたいこと」が、いっぱいできる「夏休み」。元気に、「行ってきまーす」と家を出よう。部活動にも、買い物にも、塾にも、旅行にも・・・・。
でも、必ず、「ただいま」と帰って来よう。みんなの「笑顔」が一番の安心。
この４０日間も、『命』大切に。生きていればこその「夏休み」です。
そして、９月３日の始業式には、一段と心も体も成長した皆さんの「笑顔」に会えることを楽しみに、待っています。

これで、「今に生きる」西中生への一学期終業式の式辞といたします。
